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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,遷移金属ホスフィンー ホスファイト錯体を触媒として用いた炭素一炭素二重結合へのエナン
チオ選択的付加反応に関する研究成果をまとめたものであり,得られた主な成果は次の通りである｡
1.炭素一炭素二重結合を環内に持つ含酸素および含窒素5貞環化合物-のヒドロホルミル化反応は,
不斉ホスフィンー ホスファイトー ロジウム錯体を触媒として用いると高エナンチオ選択的に進行すること
を明らかにし,また新規に合成した不斉配位子(R)-2-(diphenylphosphino)1,1㌧binaphthalen-2′-yl(S)-
3,3′-dimethyト1,1㌧bimaphthalene-2,2′-diylphosphite【(R,S)-3,3′-Me2-BINAPHOS】を用いると選択性が
高いことを明らかにしている｡
2.1,3-ジュンの(R,S)-BINAPHOS-ロジウム錯体を触媒として用いた3および4位置換共役ジュ
ンの不斉ヒドロオルミル化では,2位にホルミル基が付加した化合物がエナンチオ選択的に得られること
を明らかにし,ジュンを用いる不斉ヒドロホルミル化反応の有用性を明らかにしている｡
3.オレフィン-の不斉ヒドロホルミル化の反応機構を解明し,位置選択性,エナンチオ選択性は,錯
体へのオレフィン挿入反応によるアルキルロジウム生成過程で決定されることを明らかにしている｡
4.(R,S)-BINAPHOS-ニッケルおよび(R,S)一BINAPHOS-パラジウム錯体を触媒として用いると
ノルポルネンが良好なエナンチオ選択性で不斉ヒドロシアノ化されることを明らかにしている｡
以上,要するに本論文は遷移金属ホスフィンー ホスファイト錯体を用いた炭素一炭素二重結合-のエナ
ンチオ選択的付加反応が,有用化合物の合成に有用であることを示しており,得られた成果は学術上,実
際上寄与するところが少なくない｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また平成9年2月20日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
-1047-
